








 

屋外広告物規制地域の変更について 

 

１ 変更の理由 

屋外広告物法第 28 条の規定により、県の屋外広告物条例に定めることにより、景観行

政団体が独自の屋外広告物条例を定めることができるとされており、本県では、中核市

である長野市の他、松本市、飯田市、諏訪市、安曇野市及び小布施町が独自の屋外広告

物条例を施行している。 

平成 27 年４月に駒ケ根市（景観行政団体）が独自の屋外広告物条例の施行を予定して

いることから、県屋外広告物規制地域の変更（当該市の区域に係る地域の除外）を行う。 

 

２ 変更予定日 

  平成 27 年４月１日 
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（参考） 

○屋外広告物法 

（景観行政団体である市町村の特例等）  

第 28 条 都道府県は、地方自治法第 252 条の 17 の２の規定によるもののほか、第３条から第５条

まで、第７条又は第８条の規定に基づく条例の制定又は改廃に関する事務の全部又は一部を、条

例で定めるところにより、景観行政団体である市町村又は地域における歴史的風致の維持及び向

上に関する法律 （平成 20 年法律第 40号）第７条第１項 に規定する認定市町村である市町村（い

ずれも指定都市及び中核市を除く。）が処理することとすることができる。この場合においては、

都道府県知事は、あらかじめ、当該市町村の長に協議しなければならない。 

 

○長野県屋外広告物条例 

（景観行政団体である市町村が処理する事務の範囲等） 

第 23 条の２ 法第３条から第５条まで、第７条及び第８条の規定による条例の制定及び改廃に関す

る事務は、松本市、飯田市、諏訪市、安曇野市及び小布施町が処理することとする。 

２ 松本市、飯田市、諏訪市、安曇野市及び小布施町の区域については、第２章及び第２章の２の

規定は、適用しない。 




